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る。肝臓は旺盛な代謝能力を有しているが、能力を超える栄養を処理できず栄養は全身に
運ばれている可能性がある。こうした肝臓の構造と機能および人類の歴史を考盧して我々
の研究成果を考察すると、我々の研究成果は21世紀の最大の課題である動脈硬化、糖尿
病、癌、炎症をはじめ栄養状態が関与する症候群に肝臓が大きく関与している可能性を示
したのである。
このように本研究成果は飽食の時代における栄養状態が関与する症候群に対する戦略を
たてるうえで、こうした肝臓の状態を肝臓病としてとらえて基盤的な研究を行うことの重
要性を示すという誇るべき成果を残すことが出来た。
亀
緯
Genomics技術という、従来にないまったく新規の手法を用いて肝臓病を解析すれば、こ
れまでに解決されていなかった病態などの疑問点を明らかにすることが出来ることは、こ
の手法を用いた他の領域研究の成果からある程度予想されていたことであった。本研究に
おいて、実際にいくつかの肝臓病の疑問が解決された。しかし、この手法を用いることに
よって個人毎の治療法を決定する診断法を開発できたことは当初の予想を超える成果で
あった。さらに予想外であったことは、この手法を用いることによって、従来は重要な肝
臓の異常として認識されなかった肝臓の変化を異常として認識できるようになったこと
である。
こうした予想を超える成果を達成できたことは、基盤的であるが新規な研究に多額の研
究費をいただけたこと、5年間という長期にわたってそれを継続していただいたことが大
きかったと考えている。この場を借りて、文部科学省、日本学術振興会および研究を支え
ていただいた金沢大学の事務職員の方、技術補佐をしていただいた方、討論に加わってい
ただいた先生方、実際に研究をしていただいた多くの研究者に深謝したい。












